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町
民
の
皆
さ
ま
へ

町
民
の
皆
さ
ま
へ

　

９
月
26
日「
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
事
故
に
伴
う
富
岡
町
の
帰
還
に
関
す

る
宣
言
」の
発
動
が
正
式
に
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
10
月
15
日
、
町

議
会
議
員
と
共
に
上
京
し
、
福
島
県
選

出
の
増
子
輝
彦
政
調
会
長
代
行
に
同
行

い
た
だ
き
、
藤
村
修
官
房
長
官
、
前
環

境
大
臣
で
あ
る
細
野
豪
志
政
調
会
長
、

安
住
淳
幹
事
長
代
行
と
面
会
。
更
に
各

関
係
省
庁
を
訪
問
し
、
枝
野
幸
男
経
済

産
業
大
臣
、
平
野
達
男
復
興
大
臣
、
松

本
大
輔
文
部
科
学
副
大
臣
、
園
田
康

博
環
境
副
大
臣
へ「
今
後
５
年
間
帰
還

で
き
な
い
」と
す
る
宣
言
可
決
を
報
告
。

富
岡
町
に
帰
還
す
る
為
に
必
要
な
除

染
、
イ
ン
フ
ラ
復
旧
、
医
療
・
福
祉
、

商
店
、
雇
用
の
確
保
な
ど
、
生
活
環
境

の
整
備
に
は
今
後
５
年
間
は
必
要
と
判

断
し
、
宣
言
に
至
っ
た
こ
と
へ
の
理
解

を
求
め
ま
し
た
。

　

宣
言
文
に
つ
い
て
は
、
藤
村
官
房
長

官
が「
現
地
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
貴
町
議
会
の
議

決
を
重
く
受
け
止
め
ね
ば
な
ら
な
い
」

と
の
野
田
総
理
の
考
え
を
述
べ
、
各
大

臣
も「
今
回
の
宣
言
を
重
く
受
け
止
め

る
」と
し
、
平
野
大
臣
か
ら
は「
一
日
も

早
い
帰
還
の
実
現
に
向
け
て
、
国
の
責

務
の
元
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
今

後
も
県
、
町
と
協
議
し
、
環
境
整
備
等

に
取
り
組
む
意
向
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

平
野
大
臣
と
は
こ
れ
ま
で
何
度
も
協
議

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
町
の
状

況
に
沿
っ
た
現
実
的
な
考
え
方
に
対

し
、
理
解
を
示
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
細
野
政
調
会
長
と
の
会
談
で

は「
立
場
が
変
わ
っ
て
も
、
福
島
特
命
担

当
を
兼
任
す
る
増
子
政
調
代
行
共
々
、

引
き
続
き
福
島
の
た
め
に
取
り
組
ん
で

い
く
」と
心
強
い
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
回
の
要
望
活
動
で
は
、
復
旧
・
復

興
に
向
け
て
の
課
題
及
び
問
題
点
を
示

す
と
共
に
、
長
期
間
の
避
難
生
活
を
続

け
て
い
る
町
民
の
現
状
を
伝
え
、
改
め

て
町
内
一
律
賠
償
を
訴
え
て
参
り
ま
し

た
。
賠
償
の
行
き
先
が
不
透
明
な
中
、

富
岡
町
民
が
全
国
各
地
で
理
不
尽
な
避

難
生
活
を
強
い
ら
れ
、
さ
ら
に
今
後
５

年
間
と
い
う
時
間
が
、
人
々
を
ど
れ
だ

け
精
神
的
、
そ
し
て
肉
体
的
に
も
追
い

詰
め
て
行
く
の
か
と
い
う
現
実
。
こ
れ

を
し
っ
か
り
と
国
に
伝
え
、
納
得
で
き

る
答
え
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
、
町
の
復

興
と
と
も
に
行
政
が
行
う
使
命
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

富
岡
町
を
離
れ
、
１
年
８
カ
月
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
町
民
の
皆

さ
ま
は
、
先
が
見
え
ず
長
く
苦
し
い
時

間
が
空
し
く
過
ぎ
て
い
く
こ
と
に
、
苛

立
ち
や
不
安
が
交
錯
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

　

朝
夕
冷
え
込
む
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
体

調
を
崩
さ
れ
ぬ
よ
う
、
く
れ
ぐ
れ
も
お

身
体
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

富
岡
町
長　

遠
藤　

勝
也

平野復興大臣に「帰還できない」ことへの理解を求める
遠藤町長と町議会議員

細野政調会長に宣言書を手渡す遠藤町長

広報とみおか　（2）



教
育
委
員
辞
令
交
付
式

　

９
月
30
日
に
任
期
満
了
と
な
っ

た
町
教
育
委
員
会
委
員
に
、
渡
辺

和
夫
さ
ん（
本
町
）が
議
会
の
同
意

を
得
て
、
10
月
１
日
付
け
で
再
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

辞
令
交
付
式
は
９
月
25
日
、
郡

山
事
務
所
で
行
わ
れ
、
遠
藤
町
長

よ
り
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

町
固
定
資
産
評
価

　
　

審
査
委
員
会
委
員

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
た
事
項
に
関
す
る
不
服
の
審
査

お
よ
び
決
定
な
ど
を
行
う
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
、
三

瓶
一
義
さ
ん（
仲
町
）が
議
会
の
同

意
を
得
て
再
任
さ
れ
、10
月
１
日
、

郡
山
事
務
所
に
お
い
て
辞
令
交
付

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
富
岡
幼
稚
園

入
園
児
募
集

　

富
岡
幼
稚
園
で
は
、
平
成
25
年
度

の
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
園
児

３
歳
児　
平
成
21
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
22
年
４
月
１
日
生
ま
れ

４
歳
児　
平
成
20
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ

５
歳
児　
平
成
19
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▼
保
育
時
間

８
時
15
分
〜
16
時
15
分

（
希
望
に
よ
り
16
時
45
分
ま
で
）

▼
保
育
料
・
預
か
り
保
育
料
・
昼
食
代

　

無
料

▼
通
園
方
法

ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
ま
た
は
保

護
者
の
送
迎
と
な
り
ま
す
。

（
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、郡
山
市
内
・

大
玉
仮
設
・
三
春
コ
ー
ス
に
限

ら
れ
ま
す
）

▼
申
込
み
方
法

入
園
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
富
岡
町
教
育
委
員

会
ま
た
は
町
立
富
岡
幼
稚
園
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
園
申
込
用
紙
は
、
富
岡
町

教
育
委
員
会
・
富
岡
幼
稚
園

に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ【
災

害
版
】（
カ
テ
ゴ
リ
ー
：
子
育

て
・
学
校
教
育
）か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
申
込
み
期
間　

12
月
３
日（
月
）か
ら
12
月
14
日（
金
）

８
時
45
分
〜
16
時
45
分（
平
日
の
み
）

▼
入
園
説
明
会

平
成
25
年
２
月
５
日（
火
）

午
前
10
時
か
ら

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
富
岡
幼
稚

園
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

問
教
育
委
員
会

　

☎
０
２
４-

９
４
５-

０
３
４
７

　

町
立
富
岡
幼
稚
園

　
田
村
郡
三
春
町
大
字
熊
耳
字
南
原
94

　

☎
０
２
４
７-

６
２-

７
７
０
１

平
成
25
年
度
保
育
児
童
募
集

　

富
岡
町
で
は
、
郡
山
市
・
三
春

町
・
大
玉
村
に
保
育
施
設
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
入
所
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
各
施
設
に
お
子
さ
ん
と

一
緒
に
お
い
で
い
た
だ
き
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
期
間　

12
月
３
日（
月
）か
ら
７
日（
金
）

（
８
時
30
分
〜
12
時
）

・
と
み
た
さ
く
ら
保
育
施
設　

定
員
20
名

郡
山
市
富
田
町
字
若
宮
前
応
急

仮
設
住
宅
集
会
所
Ｂ
棟

　

☎
０
２
４-

９
３
５-

１
５
２
２

・
み
は
る
せ
き
れ
い
保
育
施
設　

定
員
10
名

三
春
町
三
春
の
里
地
内
ロ
グ
ハ

ウ
ス

　

☎
０
２
４
７-

６
２-

７
６
６
１

・
あ
だ
た
ら
つ
つ
じ
保
育
施
設　

定
員
20
名

　

安
達
太
良
応
急
仮
設
住
宅
集
会

所
Ｇ
棟

　

☎
０
２
４
３-

２
４-

１
９
５
８

※
開
設
時
間
は
７
時
30
分
〜
18

時（
就
職
活
動
中
の
場
合
は

８
時
〜
15
時
30
分
）

　

全
年
齢
合
同
保
育
、
お
や
つ

代
月
１
，０
０
０
円
、
昼
食
は

お
弁
当
持
参
と
な
り
ま
す
。

問
富
岡
保
育
所（
郡
山
事
務
所
内
）
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86億9,334万6千円
一般会計歳入 115億1,529万5千円

※用語の説明
歳　入………………一年間のすべての収入のこと
町　税………………皆さんが町に収めた税金
繰入金………………各種基金から繰り入れられたお金
繰越金………………前年度から繰り越されるお金
財産収入……………町の持つ財産を運用したり売ったりしたお金
諸収入………………雑入など、その他の様々な収入
使用料及び手数料…住民票などの交付に手数料として支払ったお金
分担金及び負担金…特定の利益を受けた方から負担していただいたお金
国庫・県支出金……特定の目的のために国や県から交付されたお金
町　債………………町の借金のこと。大きな事業を行なうために、

国や金融機関から借り入れたお金
地方譲与税…………国が徴収した自動車重量税などから配分されたお金
各種交付金…………所得税や自動車取得税など国や県から配分さ

れたお金

　

平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
額
は
歳
入
が
１
１
５
億
１
，

５
２
９
万
円
、
歳
出
が
86
億
９
，

３
３
５
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較

す
る
と
歳
入
で
56
・
５
％（
41
億
５
，

７
０
２
万
円
）、
歳
出
で
20
・
８
％

（
14
億
９
，４
６
８
万
円
）共
に
増
額
と

な
り
ま
し
た
。　

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震

災
及
び
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
に
よ
る
課
税
免
除
や
減
免
等
に

よ
り
前
年
度
と
比
較
し
て
町
税
が

14
億
９
，４
８
１
万
円
の
減
と
な
り

ま
し
た
が
、
特
別
交
付
税
及
び
震
災

復
興
特
別
交
付
税
の
増
に
よ
り
地
方

交
付
税
が
30
億
３
，１
３
１
万
円
の

増
、
福
島
県
復
興
支
援
交
付
金
や
核

燃
料
交
付
金（
特
別
分
）の
増
等
に
よ

り
県
支
出
金
が
18
億
９
，３
８
４
万
円

の
増
と
な
る
な
ど
、
歳
入
総
額
で
は

41
億
５
，７
０
２
万
円
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
既
存
事
業
が

全
町
避
難
に
よ
る
実
施
不
能
等
に
よ

り
減
と
な
る
一
方
で
、
義
援
金
、
災

害
弔
慰
金
支
給
等
に
係
る
東
日
本
大

震
災
救
助
経
費
、
災
害
復
興
基
金
等

の
基
金
積
立
金
、
応
急
仮
設
住
宅
維

持
管
理
費
及
び
防
災
事
業
費
、
仮
設

診
療
所
特
別
会
計
繰
出
金
の
増
な

ど
に
よ
る
歳
出
総
額
で
は
14
億
９
，

４
６
８
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
の
借
金
に
あ
た
る
町
債
残
高
は

78
億
１
，４
０
２
万
円
で
前
年
度
比

８
億
１
，９
０
６
万
円
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。
平
成
24
年
度
以
降
も
引
き
続

き
新
規
借
入
を
抑
制
す
る
こ
と
に
よ

り
、
将
来
世
代
へ
の
負
担
軽
減
に
努

め
ま
す
。

　

町
の
貯
金
に
あ
た
る
積
立
基
金
の

現
在
高
は
、
57
億
８
，８
９
７
万
円

で
前
年
度
比
13
億
６
，３
２
２
万
円

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
増
額
要
因
は
、

核
燃
料
税
交
付
金
の
積
立（
７
億
３
，

１
７
６
万
円
）や
災
害
復
興
基
金

（
８
億
５
，２
５
８
万
円
）の
新
設
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資

金
不
足
比
率
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

６
ペ
ー
ジ
に
詳
細
を
掲
載
し
て
お
り

ま
す
が
、
実
質
公
債
費
比
率
で
２
・
１

ポ
イ
ン
ト
、
将
来
負
担
比
率
に
つ
い

て
は
52
・
６
ポ
イ
ン
ト
共
に
改
善
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
共
下
水
道

特
別
会
計
に
お
き
ま
し
て
資
金
不
足

が
発
生
し
て
お
り
ま
す
が
、
単
年
度

で
解
消
さ
れ
る
も
の
で
す
。

【主な歳出事業】 （千円）

民生費

自立支援事業 179,322 
国民健康保険事業特別会計繰出金 205,675 
仮設診療所特別会計繰出金 28,135 
地域支え合い体制づくり助成事業 20,389 
後期高齢者医療事業 165,546 
老人保護措置事業（老人ホーム） 90,940 
児童出産記念事業 11,000 
保育所運営事業 54,022 
子ども手当支給事業 293,220 
義援金支給事業 399,900 
災害弔慰金支給事業 157,500 

衛生費 保健対策事業・予防接種事業 57,524 
塵芥処理費負担金（広域圏組合負担金） 104,643 

労務費 緊急雇用対策事業 73,798 
農林水産業費 県営かんがい排水事業（滝川ダム事業） 123,596 
商工費 商工業振興事業 86,300 

土木費
道路維持管理事業 14,234 
土地区画整理事業（特別会計への繰出金） 55,111 
応急仮設住宅維持管理事業 78,576 

消防費 常備消防経費（広域圏組合負担金） 156,078 
教育費 スクールバス運行業務委託事業 14,569 

町民１人当り595,109円が
使われました
民生費 171,239円
総務費 238,344円
土木費 40,423円
公債費 35,902円
教育費 29,650円
衛生費 17,518円
農林水産業費 20,984円
消防費 16,715円
商工費 10,665円
議会費 8,616円
その他 5,052円
人口14,608人（平成24年3月末現在人口）

平
成
二
十
三
年
度
決
算
の
あ
ら
ま
し

自主財源
（32.9％）

町税
16億8,747万8千円
（14.7％）

繰入金
12億4,285万4千円
（10.8％）

繰越金・諸収入
4億2,748万円1千円（3.7％）

使用料及び手数料
582万円
（0.1％）
分担金及び負担金
37万5千円
（0.0％）

財産収入
722万1千円（0.1％）

国庫支出金
（13.5％）
15億5,156万1千円

寄附金
4億1,340万5千円

（3.6％）

県支出金
23億5,419万5千円
（20.4％）

町債〈借入金〉0円（0.0％）
各種交付金

1億9,484万9千円（1.7％）

地方譲与税
7,130万1千円
（0.6％）

地方交付税
35億5,875万5千円
（30.9％）

依存財源
（67.1％）
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平成23年度　決算報告

復興への足がかりとして
一般会計歳出 86億9,334万6千円

※用語の説明
歳　出…………一年間の全ての支出のこと
議会費…………議会の活動に要する経費
総務費…………全般的な管理に要する経費等
民生費…………福祉施設の整備など、町民が一定水準の生活と安定した社

会生活を保障するのに必要な経費
衛生費…………町民が健康にして衛生的な生活環境を保持するための経費
農林水産業費…農林水産業の振興に要する経費
商工費…………商工業の振興に要する経費
土木費…………土木事業に要する経費
消防費…………消防に要する経費
教育費…………教育関係に要する経費
災害復旧費……災害によって生じた被害の復旧に要する経費
公債費…………町債返済に要する経費

【特別会計決算状況】 （千円）
会　計　名 歳　入 歳　出

国民健康保険事業 2,474,158 2,157,699

公設地方卸売市場事業 2,696 2,696
蛇谷須地区特定環境保全
公共下水道事業 14,635 13,932

公共下水道事業 508,462 564,265

農業集落排水事業 83,285 80,540

曲田土地区画整理事業 64,500 63,498

介護保険事業 1,304,291 1,108,890

後期高齢者医療 30,551 29,645

仮設診療所事業 52,284 27,486

介護サービス事業 2,744 1,979

【町債現在高】 （千円）

区 分 平成23年度末
現在高

一 般 会 計 2,515,853

特
別
会
計

蛇谷須地区特定環境保全公共下水道事業 73,659

公共下水道事業 4,122,168

農業集落排水事業 1,087,816

曲田土地区画整理事業 14,519

小 計 5,298,162

計 7,814,015

【基金現在高】 （千円）

区 分 平成23年度末現在高

財政調整基金 2,157,039 

減 債 基 金 254,182 

特定目的基金 3,377,749 

合　　　計 5,788,970 

※基金……………町が積立てた貯金のこと
※特定目的基金…特定の目的のために町が積立てた貯金のこと

（目　的　別）（性　質　別）

人件費
11億3,688万6千円
（13.08％）

公債費
5億2,446万1千円
（6.03％）

扶助費
12億515万4千円
（13.86％）

普通建設事業費
2億9,996万円（3.45％）

災害復旧費
2,184万円（0.03％）

物件費
11億960万2千円
（12.76％）

補助費等
5億8,025万6千円

（6.67％）

維持補修費
1,904万6千円（0.22％）

繰出金
11億3,173万2千円

（13.02％）

貸付金
1億2,088万円
（1.39％）

投資及び
出資金

0円（0％）

積立金
25億6,318万5千円

（29.48％）

議会費
1億2,585万7千円
（1.5％）

総務費
34億8,172万8千円（40.1％）

民生費
25億146万3千円（28.8％）

衛生費
2億5,590万5千円

（2.9％）

労働費
7,379万8千円
（0.9％）

農林水産業費
3億654万円
（3.5％）

商工費
1億5,579万5千円

（1.8％）

土木費
5億9,050万円
（6.8％）

消防費
2億4,417万7千円

（2.8％）

教育費
4億3,312万2千円（5.0％）

災害復旧費
0円（0％）

公債費
5億2,446万1千円
（6.0％）
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　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」（財政健全化法）に基づく平成23年度健全化判断比率（実質赤字比
率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率）及び公営企業（注１）に関する資金不足比率の状況は、
それぞれ第１表及び第２表のとおりです。
　健全化判断比率については、４つの比率のいずれかが早期健全化基準を超えると財政健全化計画を、将来負担
比率を除く３つの比率のいずれかが財政再生基準を超えると財政再生計画を策定しなければなりませんが、富岡
町はいずれの比率も早期健全化基準及び財政再生基準を下回っているため、財政健全化計画、財政再生計画のい
ずれも策定する必要はありません。
　一方、資金不足比率については、公共下水道事業特別会計において、一時的に歳入が歳出に対して不足し、経
営健全化基準を大幅に超過する比率となりました。この比率が経営健全化基準を超えると、健全化判断比率の場
合と同様に経営健全化計画を策定しなければなりませんが、前年度の資金不足比率が経営健全化基準未満であり、
翌年度の比率も経営健全化基準未満となることが確実であると見込まれることから、経営健全化計画の策定は不
要となっています。公共下水道事業特別会計以外の特別会計については、資金不足が生じていないため該当あり
ません。
（第１表）健全化判断比率の状況

指　標　名 平成23年度
富　岡　町 算　定　式 早期健全化

基　準
財政再生
基　準

実質赤字比率 －
一般会計等の実質赤字額
　標準財政規模（注２）

15% 20%

連結実質赤字比率 －
連結実質赤字額
標準財政規模

20% 40%

実質公債費比率 13.6%

（①+②）－（③+④）
標準財政規模－④

の３ヶ年平均値
①元利償還金　②準元利償還金
③特定財源　　④元利償還金等に係る
　　　　　　　　 基準財政需要額算入額（注３）

25% 35%

将来負担比率 －

 ①－（②+③+④）
標準財政規模－⑤

①将来負担額　　　②充当可能基金額
③特定財源見込額
④地方債現在高等に係る基準財政需要額算入
　見込額
⑤元利償還金等に係る基準財政需要額算入額

350%

※一般会計、特別会計共に実質赤字がないため、実質赤字比率及び連結実質赤字比率は該当なし。
　実質赤字比率及び連結実質赤字比率の早期健全化基準は標準財政規模50億円未満の市町村の基準。
　充当可能財源等が将来負担額額を超過したため、将来負担比率は該当なし。

（第２表）資金不足比率の状況

指　標　名 平成23年度
富　岡　町 特別会計名 算　定　式 経営健全化

基　準

資金不足比率 1,517.9% 公共下水道
事業特別会計

  －（①歳出額－②歳入額）  
　③営業収益－④受託工事収益

20%

【用語の説明】
（注１）公営企業……………… 特別会計を設けて経理し、独立採算性をとることとされている公共下水道等の事業
（注２）標準財政規模………… 当該団体が合理的かつ妥当な水準において行政を行うための標準的な一般財源
　　　　　　　　　　　　　（使途が特定されずあらゆる経費に使用可能な財源）の規模
（注３）基準財政需要額……… 普通交付税の算定基礎となるもので、地方公共団体が合理的かつ妥当な水準で行政
　　　　　　　　　　　　　 を行うための財政需要を一定の方法によって合理的に算定した額
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富岡町人事行政の運営等の状況
⑴職員採用の状況 （H23.4.2～ H24.4.1） 

男性 女性 合計
一般行政職 0 1 1
保育士 0 0 0
計 0 1 1

⑴人件費の状況（平成23年度普通会計決算） 
住民基本台帳人口
（平成24年３月末現在） 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ）人件費率（Ｂ／Ａ）

14,608人
千円 千円 千円

13.08％8,698,733 2,462,235 1,137,626

（注）人件費には、町長等特別職に支給される給料等及び議員等の報酬
も含まれています。

⑵職員給与費の状況（平成24年度一般会計予算） 
職員数
（Ａ）

給　　与　　費
給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計

人 千円 千円 千円 千円
126 493,934 234,680 177,086 905,700

（注１）職員数は、一般会計の予算上の人数です。
　　　（国民健康保険・下水道等の特別会計の職員は含まない）
（注２）平成24年度当初の予算計上額です。（教育長を含む）
（注３）職員手当には、児童手当・退職手当は含まれていません。

⑶職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成24年4月1日現在） 
区　　分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 308,310円 41歳９月

⑷職員の初任給の状況（平成24年4月１日現在） 
区　　分 初　任　給 採用２年後

一般行政職
大学卒 175,100円 185,400円
短大卒 155,400円 164,400円
高校卒 142,500円 149,600円 ⑻特別職の報酬等の状況（平成24年4月１日現在） 

区　　分 給料・報酬月額（20％減額後の月額） 期末手当

給料
町　長 774,300円（619,400円） ６月期　 1.40月

12月期　 1.50月
　　計　 2.90月

副町長 611,800円（489,400円）
教育長 579,500円（463,600円）

報酬
議　長 308,000円 ６月期　 1.40月

12月期　 1.50月
　　計　 2.90月

副議長 259,000円
議　員 238,000円

(注）町長、副町長及び教育長は、給与抑制のため、当該額の20％をカットし支給

⑸職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成24年4月１日現在）
区分／経験年数 10年以上15年未満 15年以上20年未満 20年以上25年未満

一般行政職
大学卒 293,000円 333,600円 372,200円
短大卒 287,500円 319,300円 319,300円
高校卒 248,200円 280,600円 330,900円

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合
は、採用後の年数をいうものです。

⑹期末・勤勉手当の支給状況（平成24年4月１日現在） 
区　分 支給月 期末手当 勤勉手当

期末・勤勉手当
６月 1.225月 0.675月
12月 1.345月 0.675月
計 2.57月 1.35月

⑺一般行政職の級別職員の状況（平成24年4月１日現在） 
区分 標準的な職務 職員数 構成比％

６級 参事又は特に困難な業務を処理する
課長の職務 5人 4.9

５級 課長及び主幹その他課長相当職の職務 13人 12.8

４級
１ 課長補佐の職務
２ 困難な業務の処理又は特に高度な知
識経験を必要とする業務を行う副主
幹その他これに相当する係員の職務

29人 28.4

３級
１ 係長の職務
２ 主査又は主任その他これに相当する
係員の職務

23人 22.6

２級 高度な知識経験を有する業務を行う副
主査その他これに相当する係員の職務 8人 7.8

１級 主事その他これに相当する係員の職務 24人 23.5
合　　　計 102人 100.0

(注）給与実態調査の定義に基づき、税務職、保育士、児童厚生員、
　   保健師等を除く

⑶部門別職員数の状況（平成24年４月１日現在：単位 人）

部　　門 職　員　数（人） 対前年比平成23年 平成24年

一　

般　

行　

政

議　会 3 3 0
総　務 34 48 14
税　務 10 9 -1
農　水 9 7 -2
商　工 3 2 -1
土　木 11 6 -5
民　生 31 26 -5
衛　生 9 7 -2
災　害 0 1 1
小　計 109 109 0

特別行政 教　育 22 17 -5

公営企業等
下水道 4 2 -2
その他 11 9 -2
小　計 36 28 -8

合　　計 147 137 -10

⑵職員の退職の状況 （H23.4.1～ H24.3.31）
定　年　退　職 11
勧　奨　退　職 0
普　通　退　職 2
分　限　退　職 0
懲　戒　免　職 0
失　　　　　職 0
死　亡　退　職 0

計 13

1．職員の任免及び職員数に関する状況

２．職員の給与の状況
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⑼退職手当の支給状況 （平成24年４月１日現在） 
区　分 勤続期間 退職理由

自己都合 勧奨・定年

支　給　率

勤続20年 23.5 30.55
勤続25年 33.5 41.34
勤続30年 41.5 50.7
最高限度 59.28 59.28

その他加算措置 定年前早期退職特別措置（２～20％加算）　

一人当たりの平均支給額 21,758千円

⑽職員手当の支給内容 （平成24年４月１日現在） 
区　　　分 内　　　　　　　　　　　容

扶 養 手 当

１．配偶者／月額13,000円
２．配偶者のいない職員の扶養親族のうち、１人目／月額11,000円
３．配偶者以外の扶養親族、１人につき／月額6,500円
４．扶養している子のうち、満15歳に達する日後の最初の４月１日から満22歳に達する以後の最初の

３月31日までの間、子１人につき／月5,000円加算

通 勤 手 当
　通勤距離（片道）が２km以上の職員に支給
・自動車等で通勤する場合／通勤距離に応じて、月2,200円～43,100円
・バス等の交通機関を利用して通勤する場合／当該交通機関に係る運賃等の額（最高月額58,000円）

住 居 手 当 ・借家等居住／家賃月額の２分の１（月27,000円上限）　＊月額9,500円を超える場合等の条件あり

特殊勤務手当

著しく危険、不快、不健康、又は困難な勤務その他著しく特殊な勤務で、給与上特別の考慮を必要
とする職員に支給

・税務職員／徴収業務に従事した日１日につき500円（月10,000円限度）
・保育所勤務職員／月4,000円
・防疫作業従事職員／作業に従事した日１日につき500円
・死体等取扱業務従事職員／行旅病人の場合5,000円、行旅死亡人の場合／1日10,000円限度
・死犬等処理作業従事職員／処理に従事した日１日につき500円
・特殊現場作業従事職員／作業に従事した日１日につき500円
・用地交渉業務従事職員／従事した日１日につき500円（月10,000円限度）
・災害応急業務従事職員／従事した日１日につき2,000円、福島第一原子力発電所敷地内にて従事した
場合１日につき10,000円

時間外勤務手当

　正規の勤務時間を越えて勤務した職員に支給
・勤務日における時間外勤務１時間につき、当該職員の時間単価×1.25倍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22時から翌朝５時までの深夜勤務は1.5倍）
・週休日における時間外勤務１時間につき、当該職員の時間単価×1.35倍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22時から翌朝５時までの深夜勤務は1.6倍）

休日勤務手当 　祝日及び年末年始の休日において勤務した職員に支給
・勤務１時間につき、当該職員の時間単価×1.35倍（22時から翌朝５時までの深夜勤務は1.6倍）

管 理 職 手 当
　課長補佐以上の管理職の給料月額に対して支給
・参事／12％　　　・主幹／８％　　　　　
・課長／10％　　　・課長補佐／７％

管 理 職 特 別
勤 務 手 当

　臨時又は緊急の公務のため、週休日、祝日又は年末年始の休日に勤務した管理職に支給
・課長及び課長相当職／１回6,000円
・課長補佐職／１回4,000円   
　（ただし、１回の勤務時間が６時間を超える場合は、上記金額に150/100を乗じて得た額）

宿 日 直 手 当 　宿日直勤務をした職員に支給＠１回5,600円  （ただし、１回の勤務時間が5時間未満の場合は、半額支給）

３．職員の勤務時間その他の勤務条件
⑴職員の勤務時間（標準的なもの） （平成24年4月１日現在） 
１週間の
勤務時間 開始時間 終了時間 休憩時間

38時間45分 ８：30 17：15 12：00～13：00

⑵年次有給休暇の取得状況 （平成23年1月1日～平成23年12月31日） 
総付与日数 総使用日数 全対象

職員数
平均

使用日数 消化率

4,936日 463日 133人 3.48日 9.38%

（注）育児休業者、新規採用者を除く

⑶時間外勤務及び休日勤務等の状況 （平成23年1月1日～平成23年12月31日） 
時間外・休日勤務総時間 職員一人あたりの平均時間

2,001時間 15時間3分

⑷育児休業の状況 （平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
男　性 女　性

新たに育児休業を取得した者 ０ １
前年度から引き続いている者 ０ ０

広報とみおか　（8）



４．職員の分限及び懲戒処分の状況
⑴分限処分者の状況 （平成23年4月1日～平成24年3月31日） 

処　分　事　由 処分の種類
降任 免職 休職 降給 合計 失職

勤務成績が良くない場合 地公法第28条第１項第１号 ０ ０ ０ ０ ０ ０

心身の故障 地公法第28条第１項第２号
　　　　　　第２項第１項 ０ ０ ０ ０ ０ ０

職に必要な的確性を欠く場合 地公法第28条第１項第３号 ０ ０ ０ ０ ０ ０
職制、定数の改廃、予算の減少により廃職、
過員を生じた場合 地公法第28条第１項第４号 ０ ０ ０ ０ ０ ０

刑事事件に関し起訴された場合 地公法第28条第２項第２号 ０ ０ ０ ０ ０ ０

条例で定める事由による場合 地公法第27条第２項 ０ ０ ０ ０ ０ ０

合　計 ０ ０ ０ ０ ０ ０

⑵懲戒処分者の状況 （平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
処　分　事　由 処分の種類

戒告 減給 停職 免職 合計 訓告等
法令に違反した場合 地公法第29条第１項第１号 ０ ０ ０ ０ ０ ０

職務上の義務に違反し又は職務を怠った場合 地公法第29条第１項第２号 ０ ０ ０ ０ ０ ０
全体の奉仕者たるにふさわしくない
非行のあった場合 地公法第29条第１項第３号 ０ ０ ０ ０ ０ ０

合　計 ０ ０ ０ ０ ０ ０

５．職員の服務の状況
⑴職員の営利企業等従事許可の状況 （平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
営利を目的とする私企業を営むことを目的とする会社、その他の役員、顧問、評議員及び当該会社、
団体等の重要方針決定に参画する上級職員の地位を兼ねる場合 ０

自ら営利を目的とする場合 ０
報酬を得て事業又は、事務に従事する場合 ０

６．職員研修の実施状況
⑴研修機関（ふくしま自治研修センター）における研修の実施状況 （平成23年4月1日～平成24年3月31日） 

研　修　名 研修回数 参加者数
新規採用職員研修 １ ５
階 層 別 職 員 研 修 ２ ２

７．職員の福祉及び利益の保護の状況
⑴健康診断の状況 （平成23年4月1日～平成24年3月31日） 

健康診断の種類 対象者 受診者数
定 期 健 康 診 断 147 130

８．勤務条件に関する措置の要求の状況 （平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
継続件数 措置要求件数

０ ０

９．不利益処分に関する不服申立ての状況 （平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
継続件数 不服申立件数

０ ０
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三
春
・
大
玉
出
張
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

三
春
・
大
玉
出
張
所
で
は
、
土

日
・
祝
日
の
閉
庁
日
を
日
直
に
よ

り
対
応
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
11

月
よ
り
、
土
曜
日
の
み
日
直
対
応

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
日
曜

日
及
び
祝
日
に
お
け
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
郡
山
事
務
所
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問 

三
春
出
張
所
・
大
玉
出
張
所

ふ
く
し
ま
大
卒
等

　
　

合
同
就
職
面
接
会

　

新
規
大
学
等
を
卒
業
予
定
の

方
、
平
成
22
年
３
月
以
降
に
卒
業

後
、
現
在
就
職
活
動
を
さ
れ
て
い

る
方
を
対
象
に
、
正
社
員
で
の
雇

用
計
画
が
あ
る
県
内
企
業
と
の
面

接
会
を
左
記
日
程
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

　
【
郡
山
市
】11
月
21
日（
水
）

　

県
内
企
業
の
企
業
70
社
が
参
加
予
定
。

・
実
施
内
容

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー 

12
時
〜
12
時
50
分

合
同
就
職
面
接
会

13
時
〜
16
時

・
会
場 

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

郡
山
市
南
２
丁
目
52
番
地

・
お
問
合
わ
せ
先

福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

　

☎
０
２
４-

５
２
９-

５
３
９
６

▼
主　

催

厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
、

新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
福
島
県

▼
そ
の
他

・
事
前
申
込
み
不
要
。
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
参
加
事
業
所
は
各
会
場
の
開
催

一
週
間
前
に
福
島
労
働
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

・
事
業
所
の
ブ
ー
ス
に
お
け
る
人
事

担
当
者
と
の
個
別
面
談
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
等
各
機
関
に
よ
る
職
業
相

談
・
情
報
提
供
等
を
行
い
ま
す
。

問 

厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
職

　

 

業
安
定
課

中
小
企
業
向
け
復
興
・

復
旧
支
援
に
つ
い
て

　

福
島
県
で
は
、
東
日
本
大
震
災

及
び
原
子
力
災
害
か
ら
の
復
旧
・

復
興
を
目
指
す
中
小
企
業
向
け
の

補
助
・
融
資
・
雇
用
支
援
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
各
種
相
談
窓
口
も

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（1）
空
き
工
場
・
空
き
店
舗
等
に
よ

る
事
業
再
開
支
援
事
業

・
概
要

空
き
店
舗
等
を
借
り
て
事
業
再

開
・
継
続
す
る
中
小
企
業
等
の

支
援
事
業

・
支
援
内
容　

店
舗
借
上
費
用
・
設
備
の
移
設
費

用
・
店
舗
改
装
費
用
・
代
替
設
備

の
借
上
費
用
の
一
部
補
助（
原
状

復
帰
す
る
た
め
の
経
費
に
限
る
）

・
補
助
率

　
【
全
壊
・
警
戒
区
域
等
】

補
助
対
象
経
費
の
４
分
の
３
以
内

　
【
半　

壊
】　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

・
補
助
金
額

25
万
円
以
上
500
万
円
ま
で（
製
造

業
者
は
50
万
円
以
上
２
，５
０
０
万

円
ま
で
）

（2）
工
場
店
舗
等
再
生
支
援
事
業

・
概
要

県
内
に
お
い
て
店
舗
の
建
替
・

購
入
・
修
繕
し
て
事
業
再
開
・

継
続
・
被
災
時
の
従
業
員
数
を

維
持
す
る
こ
と
の
要
件
を
満
た

す
中
小
企
業
等
の
支
援
事
業

・
支
援
内
容

店
舗
の
建
替
・
購
入
・
修
繕
費

用
の
一
部
補
助（
原
状
復
帰
す

る
た
め
の
経
費
に
限
る
）

　

※
土
地
購
入
・
造
成
費
用
は
対
象
外

・
補
助
率

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
１
以
内

・
補
助
金
額

50
万
円
以
上
500
万
円
ま
で（
製

造
業
者
は
100
万
円
以
上
３
，

０
０
０
万
円
ま
で
）

（3）
産
業
復
興
支
援
事
業

・
概
要

被
災
時
の
従
業
員
数
が
100
人
以

上
で
あ
り
、
被
災
時
の
従
業
員

数
の
８
割
以
上
の
雇
用
を
行

い
、
建
替
費
用
が
１
億
５
千
万

円
以
上
で
県
内
で
工
場
の
建
替

ま
た
は
購
入
、
修
繕
し
事
業
再

開
す
る
こ
と
の
要
件
を
満
た
す

中
小
企
業
等
の
支
援
事
業

・
支
援
内
容

工
場
の
建
替
・
購
入
、
被
災
し

た
工
場
・
設
備
等
の
修
繕
費

用
・
移
転
費
用
、
代
替
設
備
の

取
得
費
用
の
一
部
補
助

　

※
土
地
購
入
・
造
成
費
用
は
対
象
外

・
補
助
率

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
１
以
内

・
補
助
金
額

１
事
業
所
あ
た
り
、
最
大
10
億

円
を
限
度
と
す
る
。

▼
申
込
み
期
間

　

平
成
24
年
10
月
1
日（
月
）か
ら

平
成
24
年
11
月
30
日（
金
）

▼
申
込
み
先

最
寄
り
の
地
方
振
興
局(

地
域

づ
く
り
・
商
工
労
政
課)

で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書

は
、
窓
口
ま
た
は
福
島
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（
カ
テ
ゴ
リ
ー 

： 

東

日
本
大
震
災
関
連
情
報「
中
小

企
業
等
復
旧
・
復
興
支
援
策
に

つ
い
て
」 

）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問 

福
島
県
庁
商
工
労
働
部

　

企
業
立
地
課（
製
造
業
）

　

☎
０
２
４-

５
２
１-

７
２
８
０

　
商
業
ま
ち
づ
く
り
課（
卸
売
・
小
売
業
）

　

☎
０
２
４-

５
２
１-

７
２
９
９

　

商
工
総
務
課（
サ
ー
ビ
ス
業
他
）

　

☎
０
２
４-

５
２
１-

７
２
７
０

環
境
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

常
磐
自
動
車
道
の
災
害
復
旧
工

事
に
先
立
ち
、
高
速
道
路
敷
地
内

の
除
染
作
業
を
今
年
12
月
よ
り
実

施
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
除
染
作
業
等
の
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
ま
で
お
問

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

環
境
省
福
島
環
境
再
生
事
務
所

   

担
当
・
白
戸
、
大
滝

　

☎
０
２
４-

５
７
３-

７
３
３
０

お 知 ら せ
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平
成
24
年
度
国
民
健
康
保
険

税
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
度
国
民
健
康
保
険
税

に
つ
い
て
は
、
10
月
19
日
か
ら
各

納
税
義
務
者
宛
に「
決
定
・
減
免

通
知
書
」を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
は
、
昨
年
度
同
様
全
額
減
免
と

な
り
、
納
付
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問 

税
務
課 

課
税
係

年
末
調
整
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

　

福
島
県
内
各
税
務
署
に
お
い
て
、

平
成
24
年
分
年
末
調
整
説
明
会
を
11

月
に
開
催
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、
税
務
署
に
住
所
の
届
け
出

が
あ
る
源
泉
徴
収
義
務
者
宛
に
10
月

24
日
か
ら
11
月
６
日
に
か
け
て
順
次

送
付
し
て
お
り
ま
す
年
末
調
整
関
係

書
類
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
末
調
整
関
係
書
類
が

送
付
さ
れ
て
い
な
い
源
泉
徴
収
義

務
者
の
方
は
、
相
馬
税
務
署
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

相
馬
税
務
署

　

法
人
課
税
第
一
部
門

　

☎
０
２
４
４-

３
６-

３
１
１
１

　
（
音
声
案
内
２
番
を
選
択
）

お 知 ら せ

日本赤十字社による生活家電セット寄贈事業終了のお知らせ

生活家電セット寄贈事業の終了に関するＱ＆Ａ

　

日
本
赤
十
字
社
生
活
家
電
セ
ッ

ト
寄
贈
事
業
が
、
平
成
24
年
12
月

末
日
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
東
日
本
大
震
災

以
降
、
日
本
赤
十
字
社
が
海
外
の
赤

十
字
社
・
赤
新
月
社
等
を
通
じ
て
寄

せ
ら
れ
た「
海
外
救
援
金
」を
財
源
に

行
っ
て
き
た
復
興
支
援
事
業
で
す
。

　

事
業
の
終
了
に
伴
い
、
平
成
24

年
12
月
28
日
ま
で
に
、
申
出
書
・

住
宅
概
要
書
・
入
居
者
全
員
分
の

被
災
証
明
書
の
コ
ピ
ー
及
び
家
電

申
請
書
が
記
載
漏
れ
、
不
備
等
な

く
全
て
揃
っ
た
場
合
の
み
受
付
け

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
期
日
前
で

も
要
望
数
が
日
本
赤
十
字
社
の
寄

贈
予
定
数
を
超
え
る
場
合
に
は
、

終
了
時
期
が
早
ま
る
こ
と
も
あ

り
、こ
の
場
合
は
、終
了
日
の
１
ヶ

月
前
に
福
島
県
か
ら
市
町
村
に
通

知
さ
れ
ま
す
。

問 

日
本
赤
十
字
社
東
日
本
大
震
災  

復
興
支
援
推
進
本
部

　

☎
０
３-

６
８
６
０-

７
６
０
８

　

福
島
県
災
害
対
策
本
部
総
括

　

☎
０
２
４-

５
２
１-

５
６
５
５

   

富
岡
町
役
場

生
活
支
援
課
住
宅
支
援
係

Ｑ　
事
業
の
終
期
が
平
成
24
年
12
月
末

日
と
な
っ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

Ａ　

福
島
県
は
事
業
の
継
続
を
要
望

し
て
い
ま
し
た
が
、
事
業
主
体
で
あ

る
日
本
赤
十
字
社
と
し
て
は
、
財
源

確
保
が
困
難
で
あ
る
こ
と
等
を
理
由

に
９
月
末
を
も
っ
て
事
業
を
終
了
す

る
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
粘

り
強
く
交
渉
し
た
結
果
、
日
本
赤
十

字
社
か
ら
12
月
ま
で
延
長
の
上
、
終

了
す
る
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
も
の
で

す
。

Ｑ　

具
体
的
に
い
つ
ま
で
受
け
付
け
た

分
が
有
効
で
す
か
。

Ａ　

平
成
24
年
12
月
28
日
ま
で
に
、

富
岡
町
役
場
郡
山
事
務
所
の
窓
口
で

要
望
を
受
け
付
け
た
分
が
有
効
で
す

（
郵
送
の
場
合
は
、
郡
山
事
務
所
に

平
成
24
年
12
月
28
日
必
着
分
ま
で
）。

　

た
だ
し
、
要
望
日
の
翌
月
末
ま
で

に
借
上
げ
・
仮
設
住
宅
に
入
居
し
、

家
電
の
設
置
が
で
き
る
も
の
に
つ
い

て
要
望
を
受
け
付
け
る
た
め
、
平
成

25
年
１
月
末
日
ま
で
に
入
居
し
、
家

電
セ
ッ
ト
設
置
が
で
き
る
も
の
に
限

り
ま
す
。
平
成
24
年
12
月
28
日
ま
で

に
申
出
書
・
住
宅
概
要
書
・
入
居
者

全
員
分
の
被
災
証
明
書
の
コ
ピ
ー
及

び
家
電
申
請
書
が
記
載
漏
れ
、
不
備

等
な
く
全
て
揃
っ
た
場
合
の
受
付
け

と
な
り
ま
す
。

Ｑ　

日
本
赤
十
字
社
の
寄
贈
予
定
数
を

超
え
る
場
合
と
あ
る
が
、こ
れ
は
岩
手
、

宮
城
な
ど
７
県
民
分
を
含
め
た
件
数
で

す
か
。
そ
れ
と
も
福
島
県
民
分
に
係
る

件
数
で
す
か
。

Ａ　

福
島
県
民
で
県
内
外
の
借
上
げ

住
宅
・
仮
設
住
宅
な
ど
に
避
難
し
て

い
る
方
の
分
に
係
る
件
数
で
す
。

Ｑ　

要
望
数
が
寄
贈
予
定
件
数
を
超
え

る
場
合
は
、
終
了
時
期
が
早
ま
る
と
は

ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

Ａ　

要
望
数
が
寄
贈
予
定
数
を
明
ら

か
に
上
回
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合

は
、
平
成
24
年
12
月
末
日
よ
り
前
で

あ
っ
て
も
、
日
本
赤
十
字
社
と
福
島

県
が
協
議
し
、
事
業
を
終
了
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
に
は
、

新
た
な
終
了
日
の
１
ヶ
月
前
ま
で

に
、
改
め
て
福
島
県
か
ら
各
市
町
村

に
対
し
て
通
知
し
ま
す
。
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　日本遺族会65周年記念式典が９月18日に、
全国老人クラブ連合会創立50周年記念全国大
会が10月４日に開催され、富岡町遺族会会長
及び富岡町老人クラブ連合会会長を務める渡
邉喜助さんが功労賞を同時受賞されました。
　渡邉さんは、避難先の郡山市で被災者によ
る老人クラブ結成としては県内初の「富岡町富
田仮設・借り上げ住宅老人クラブ」を立ち上げ
るなど、震災後も精力的に活動されています。

　平成24年度第２次隊青年海外協力隊としてホン

ジュラスに派遣される村田美奈さんが、９月18日

に富岡町役場郡山事務所を訪れ、遠藤町長に出発

前のあいさつをしました。

　村田さんは２年間、コパン県サンタロサデコパ

ン市保健所で、地域ボランティアや住民を対象と

した病気の予防啓発などの感染症対策に取り組み

ます。村田さんは出発を前に、「現地でのシャー

ガス病撲滅の一助になれるよう力を尽くしたい」

と抱負を語られました。

T O P I C S

渡邉喜助さん（王塚）　多年に渡る功績から２団体の功労賞を受賞

村田美奈さん（下千里）　青年海外協力隊員としてホンジュラスへ

力走96.5㎞！ わが町のランナーたちへ、ご声援をよろしくお願いいたします
第24回市町村対抗ふくしま駅伝

遠藤町長にダブル受賞を報告する渡邉さん

遠藤町長に激励を受ける村田さん

　県内各市町村のランナーが晩秋の福島路を駆
け抜ける、市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会
が、11月18日、白河市～福島市までの全16区間
のコースで開催されます。自らのプライド、そ
して町民の皆さんに元気を届けるために力走す
るゼッケンナンバー38、富岡町の選手に大きな
ご声援をお願いいたします。
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　富岡町の子どもたちが通う、みはるせき
れい、とみたさくら、あだたらつつじ各保
育施設合同の親子いも掘り遠足が、10月10
日、大玉村の安達太良応急仮設住宅近くの
畑で行われました。
　今回収穫したサツマイモは、同仮設住宅
に入居されている渡辺幸一さん（高津戸）ら、
町民の皆さんが苗から丹精込めて育てたも
ので、子どもたちは秋晴れの青空の元、歓
声を上げながら次々に掘り起こしていまし
た。

　主要スポーツ大会出場者に対する富岡町
スポーツ大会出場選手等激励金交付式が、
10月１日に富岡町役場郡山事務所で行われ
ました。
　今回激励金を贈られたのは、東北小学生
学年別ソフトテニス大会に出場する根本拓
哉君（西郷村立羽太小６年）と、東北地区剣
道少年団体験作文発表会に出場する富岡町
少年剣道団の堀川堅太君（平二中３年）、堀
川佳乃さん（郷ケ丘小６年）で、選手を代表
し根本君が「上位入賞を目指し頑張ってきま
す」と述べ、健闘を誓いました。
　交付式の後、堀川堅太君・佳乃さん兄妹
が県剣道少年団研修会で最優秀賞に輝いた
作文を発表し、堅太君が震災後改めて感じ
た仲間の大切さや感謝の気持ちを、佳乃さ
んが避難で離ればなれになってしまった仲
間への思いを読み上げました。

T O P I C S
大きなサツマイモがたくさん採れたよ！
保育施設いも掘り遠足

町民に元気を届ける活躍に期待
富岡町スポーツ大会出場選手等激励金交付式

たくさんのサツマイモを掘り起こし笑顔の子どもたち

作文を発表する堀川堅太君（左）と佳乃さん
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地上 1ｍ

道　路
側溝

路　肩 路　肩道　路

風水等と共に
放射性物質が側溝へ流失

これまでの
測定場所

変更後の
測定場所

地上 1cm

地上 1ｍ

側溝

変更

町内の放射線量測定場所の変更について

　町では、平成23年９月より公共施設等周辺道路の中心部72箇所の放射線量を測定してき
ましたが、風水によって放射性物質が流失されていることから、平成24年10月より道路路
肩付近を測定することとしました。
　今後も引き続きモニタリングを実施し、町内の放射線量状況を町民の皆様へお伝えしてま
いります。
　町ホームページからもこれまでの測定結果をご覧いただけます。
富岡町公式ホームページ　【災害版】 http://www.tomioka-town.jp/
　　　　　　　　　　　　【記事カテゴリー】 放射線量情報　→　町内の放射線量　

問 生活環境課 原子力事故対策係

広報とみおか　（16）

町内の放射線量測定状況

変更後の
測定場所

これまでの
測定場所
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測定器：γ線用シンチレーションサーベイメータ（日立アロカメディカル社製）

No. 測定場所
10月８日（くもり）

地上１ｍ

１ 下千里消防屯所 4.57 
２ 上千里消防屯所 3.12 
３ 杉内消防屯所 3.54 
４ 第二工業団地入口 5.06 
５ 高津戸集会所 5.68 
６ 富岡第二中学校 5.56 
７ 新夜ノ森集会所 9.12 
８ 夜の森公園 3.02 
９ 松の前待避所 13.20 
10 小良ヶ浜集会所 8.64 
11 町境（小良ヶ浜地区） 11.50 
12 深谷消防屯所 8.87 
13 富岡野球場 6.73 
14 観陽亭前 1.76 
15 富岡合同庁舎西側 4.99 
16 富岡養護学校 5.89 
17 老人福祉センター 6.21 
18 夜ノ森駅 8.96 
19 王塚集会所 6.73 
20 諏訪神社前 4.80 
21 上本町消防屯所 4.23 
22 上本町集会所 3.58 
23 リベラルヒルズ入口 3.26 
24 赤木集会所 2.58 
25 上郡山集会所 2.52 
26 太田集会所 1.55 
27 原下消防屯所 1.73 
28 富岡駅 0.60 
29 清水消防屯所 2.77 
30 役場 2.62 
31 浄化センター 1.74 
32 毛萱集会場 0.87 
33 富岡保育所 2.97 
34 中央児童館 3.40 
35 栄町駐車場 2.70 
36 岩井戸消防屯所 2.10 

No. 測定場所
10月12日（晴れ）

地上１ｍ

37 小浜住宅団地内公園前 5.81 
38 双葉環境センター 3.51 
39 ＮＨK電波塔入口（浜街道） 6.15 
40 深谷集会所 8.46 
41 赤坂神社前 9.27 
42 太平洋ブリーディング前 17.90 
43 みよし前交差点 12.90 
44 富岡自動車学校前 8.82 
45 リフレ富岡 5.78 
46 東洋育成園前 5.29 
47 富岡インター駐車場 6.04 
48 上手岡児童館 4.22 
49 下千里ライスセンター前 4.53 
50 舘山荘前 5.34 
51 夜の森つつみ公園 6.89 
52 総合グラウンド東側駐車場 6.81 
53 華の樹前 8.53 
54 宝泉寺前 4.91 
55 国道６号第二原発入口前 1.69 
56 猪狩スタンド前 1.93 
57 なべや駐車場前 1.78 
58 大東銀行富岡支店前 3.61 
59 富岡漁港 0.81 
60 サンライズイン富岡前 1.34 
61 福島富岡簡易裁判所前 3.32 
62 ヨークベニマル富岡店前 3.24 
63 今村病院前 5.20 
64 福島銀行富岡支店前 2.89 
65 龍台寺前 3.03 
66 清水団地前 3.16 
67 猪狩電気通信工業前 3.23 
68 上郡消防屯所 2.89 
69 岩井戸鉱泉 1.64 
70 富岡工業団地 2.22 
71 成沢の滝入口 1.88 
72 沼名子橋 2.92 

町 内 の 放 射 線 量町 内 の 放 射 線 量
富岡町が独自に実施した町内の空間放射線量の測定結果をお知らせします（単位：マイクロシーベルト/h）
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み ん な の ひ ろ ばの

　避難生活の疲れを癒し、心身ともにリフレッシュしていただくために、NPO法人さくらスポー
ツクラブ主催によるスポーツイベントが過日行われました。震災以降初めて顔を合わせた参加者
の方も多く、久しぶりの再会を喜び合いながら絆を深め、楽しい一日を過ごしていました。

心地よい達成感の安達太良山頂

青空の下で食べる食事はまた格別 遊歩道の木陰で小休止

安達太良山ハイキング
　９月22日に行われた「安達太良山ハイキ
ング」には、いわき市や郡山市など県内各
地から168名の町民が参加しました。
 遊歩道散策の楽々コースと、安達太良山頂
を目指した健脚コースに分かれ、秋の訪れ
を感じながら大自然を堪能しました。

とみおかスポーツフェスタ in いわき
　10月21日、いわき海浜自然の家におい
て行われた「とみおかスポーツフェスタ in
いわき」には、町民350名が参加しました。
　太平洋を見下ろし潮の香りが漂う中、
ウォーキングやグラウンド・ゴルフ、軽ス
ポーツなどにチャレンジしました。

目指すは３㎞先の四倉港（健康ウォーキング） 木工体験で思い出の品作り

“浜風”を浴びながらのグラウンド・ゴルフ
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富岡町富田仮設・借上げ住宅老人クラブ

会長杯グラウンド・ゴルフ大会

　富岡町富田仮設・借上げ住宅老人クラブ会
長杯グラウンド・ゴルフ大会が、10月18日
に郡山市富田若宮前応急仮設住宅敷地内で行
われました。
　この日は曇り空の肌寒いコンディションな
がら、愛好者55人が参加。開会式で同老人ク
ラブの渡邉喜助会長が「優勝を目指し、楽し
くプレーしてください。」と挨拶しました。会
場にはボールを打つ心地よい音が響き渡り、
参加者の皆さんは和やかに交流を深め合いま
した。
成積は次の通りです（敬称略）。
男子　１位　加藤  次郎　２位　太 田　 務
　　   ３位　大和田  操　４位　渡辺  武雄
　　　５位　佐藤  良二

女子　１位　佐藤  仁子　２位　深谷クニ子
　　　３位　林   憲  子　４位　浪岡  恵子
　　　５位　三瓶ノブ子 入賞された皆さん

第 6回市町村対抗福島県軟式野球大会が閉幕

富岡町は初の３回戦進出
　県内58チームが熱戦を繰り広げた第６回市
町村対抗福島県軟式野球大会が過日閉幕し、
富岡町はチーム初となる３回戦へ進出するな
ど、町民に元気を届ける活躍を見せました。
　避難の影響でなかなかメンバーが揃わず、
満足な練習が出来ない中での出場でしたが、
１回戦・金山町を16－１、２回戦・鮫川村を
３－２で破り、３回戦は浪江町と対戦。試合
は３－８で敗れたものの、選手の皆さんは困
難を跳ね除ける若い力で大会を盛り上げまし
た。
　チームを率いた桑原憲二監督は「町民の皆
さまの応援に感謝するとともに、この状況で
初の３回戦進出を果たした選手の健闘を讃え
たいです。来年は今回以上の成績を残せるよ
う、チーム一丸となって頑張ります。」と語ら
れ、選手とともに次回大会でのリベンジを
誓っていました。

力を出し切り笑顔の富岡ナイン

１回戦　郡山選手のライト前タイムリーヒット
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いわき市在住富岡町民すみれ会設立総会

栃木県在住者のコミュニティ 夜の森さくら会＠栃木を開催

明るく健康な生活のために、いい汗かいてみませんか？
さくらスポーツクラブ・ラージボール卓球サークル

　いわき地区では２団体目となる、いわき市在住
の富岡町民による広域自治会「すみれ会」の設立総
会が、９月15日に四倉公民館で行われました。
　すみれ会は、役員のほとんどが女性で構成され
ており、会長の田中美奈子さんは「女性ならでは
のきめ細やかなサポートで取り組んで行きたい」
と話されました。すみれ会では今後、さくらス
ポーツクラブと連携しての健康教室や、各種サー
クル活動を開催していく予定です。
　　　問 いわき市在住富岡町民すみれ会 事務局
　　　　 ☎0246－38－8017（渡部自工）

　栃木県に避難されている方々のコミュニティサー
クル「夜の森さくら会」の集いが、９月９日に宇都宮
市で行われました。
　この日は16名が参加し、磯村福治会長の挨拶のあ
と、町職員から富岡町の現況について説明を受けま
した。参加された皆さんからは、賠償や区域再編、
借り上げ住宅のことについて質問や意見が出されま
した。
　     問 夜の森さくら会 

　会長 磯村福治さん ☎ 090－3759－5100
　　　　E-mail  fuku.isomura@i.softbank.jp

　さくらスポーツクラブ・ラージボール卓球サーク
ルでは、一緒に卓球を楽しむメンバーを募集してい
ます。元気な生活を送るために、私たちといい汗か
いてみませんか？お気軽にお問い合わせください。
１．活動日　毎週木曜日　13:00～16:00
２．場　所　富久山町深谷卓球練習場
　　　　　　郡山市富久山町久保田字久保田72－1
３．会　費   年間1,000円（スポーツ保険代別途）
４．連絡先　・会　長　秋元俊男さん
　　　　　　　　　　　☎ 090－5181－4340
　　　　　　・事務局　伊藤英治さん
　　　　　　　　　　　☎ 090－3437－1699

み ん な の ひ ろ ばの

多くの町民が参加した設立総会
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自分たちの古里のために、今できることを…
富岡町駅前事業所有志メンバーが町に浄財を寄付

720 人が愛の献血に協力
郡山市で「ハートフルサタデー」を開催

　富岡町駅前地区の事業所有志メンバー
が、９月14日に役場郡山事務所を訪れ、
富岡町に浄財30万円を寄付しました。
　駅前地区は震災による津波で大きな被
害を受け、メンバーも全国に避難してい
ますが、今回「自分たちが生まれ育った
古里を取り戻すために、できることをや
ろう」と堀川敏大さんを中心にオリジナル
Ｔシャツを製作。各避難先などで販売し、
その売り上げを寄付されたものです。

　献血推進イベントの「第23回ハートフ
ルサタデー」が、10月13日に郡山市で行
われました。
　会場となったビッグパレットふくしま
Ｃホールには多くの人が訪れ、献血バス
８台がスタンバイする中、過去最多とな
る720人が献血に協力しました。
　また、様々なアトラクションも行わ
れ、会場内に設置された富岡町特設コー
ナーでは町民が作った作品が展示された
ほか、ステージでは「チーム富岡さくら
YOSAKOI」の皆さんがパワフルな演舞
を披露し、イベントに花を添えました。

み ん な の ひ ろ ばの

多くの人が訪れた献血会場

遠藤町長に寄付金を手渡す堀川さん（左から４人目）
（平成24年9月20日福島民友新聞掲載）

迫力の演舞を披露したさくらYOSAKOIの皆さん
富岡町民による作品展示

（27）　広報とみおか
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　福島県郡山市安積１丁目39－1
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